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人権身の上相談
勤め先、そのほかで、人権を侵
害されたとか、身の上のことでお
困りのとき。どうぞご利用くださ
い。東京法務局職員・足立区人権
擁護委目が相談に応じます。相談
の秘密は堅く守ります。相談日は
毎月第3 金曜日、午後1 時~4 時
区役所( 1 階) 区民相談室。

ね
た
き

り

の
お

年
寄
り
に

お
風
呂
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

巡回入浴制度まもなくスター
ト

区で
は、ねたきりの
ため入浴する機会に
恵まれない
お年寄りを、バスで

送り迎えして、お風呂に入って
もらおうと、近く巡回入浴制度をはじめま

す。その
'ための送迎用
バス
も瞬入し、準備
も盤いつつ
あります。

入浴はお年寄りの楽し
み
の
】

つ
。吸かい湯につ
かって、輿唄で

もうたっていると、
】日の疲れが

すっ
かりとれて
しまいます。

去年から始
めた、敬老入浴券に

より餓謾
。。間放すろ制度は。お年

寄りに大阨斟ぱれて
います。

しかし、残念ながら、ねたきり
の
方
の
中
に
は
、
銭
湯
に
行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
自
宅
の
風
呂
に
入
る
の
に
も

大
変
な
た
め
、
入
浴
冷
も
利
用
で
き
ず
。
入
浴
y
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
方

もおいでで
す。

区では、このような方がたも、

お風呂に入
れるようにと、近
く巡

回入浴という制度をはじめま
す。

この制度は

ま
ず、送迎バスで
ねたきりのお

年寄りの家へ
迎えに行きます。

こ
の車は、この制度の
ために特

別に作っ
たものですが、寝台
兼用

の
皐イスにお年寄りをおのせし、

油圧式の昇降用リフ
トで
、ス
ムー

ズに雎に移ることかで
きます
。

お年寄りを乗せたバスは
、花畑

の特別養護老人
ホーム『足立
新生

苑
』へ
向かい
ます
。

ここ
には
、ねたままの
状態で入

浴できる
、特殊な浴槽があり
、足

立新生苑の協力で利用させて
もら

います
。

入浴に
あたっては
、特に選ぱれ

た
専
任
の
ヘ
ル
パ
ー
が
つ
き
添
い
、
日
頃
の
ア
カ
を
落
と
し
て
も
ら
い
ま
す
。

身
も
心
も
サ
こ
(
リ
し
た
と
こ
ろ
で
送
迎
バ
ス
に
よ
り
、
自
宅
ま
で
お
送
り

します
。

このようにして
、入
浴していた

だくことになりますが
、日頃
、入

浴する機会に恵まれない
、ねたき

りのお年寄りに喜んでい
ただける

ことと思います
。

くわしくは

現在
、区ではこの制度を実
施す

る
に
あ
た
り
、
こ
ま
か
い
こ
と
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
が
、
ま
も
な
く
ま
と
ま

る
予
定
で
す
の
で
、
申
請
の
方
法
、
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
号
(
十
二

月
五
日
号
)
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

巡回入浴のために作られた特別製の送迎用バス

都営住宅の入居者募集(地元割当)

受付けは12月3 日～8 日

足立区に割り当てられた都営住

宅の入居者を次のとおり募集しま

す
。
□用紙交付期間

十
二
月
三
日
(
月
)
?
八
日
(
土
)
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で

□用紙交付場所

区役所一階区民部管理課・区役

所第二庁舎・
各出張所

□受付期間
十
二
月
八
日
(
土
)
正
午
ま
で
に
区
役
所
}
階
区
民
部
管
理
課
に
持
参
、

ま
た
郵
送
の
鳩
合
は
、
士
一
月
八
日
(
土
)
ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
十
一

日
(
火
)
ま
で
に
足
立
郵
便
局
へ
到
着
し
た
も
の
に
限
り
有
効
。

くわしくは
、申込み用
紙といっ

しょに差し
あげる「申込みのしお

り
」をご覧ください
。

※
申込み
にあたって
は
。会社の収

入証明書はいりません
。ただし
、

申込み
する前に収入をよくたし
か
めてください
。

また
、申込期間が用
紙交付の最

終日となりました
。

募集住宅戸数

区内ではじめて
千住に歩行者天国誕生

秋晴れの文化の日
、足立区では
じめ

ての
歩行者天
国が千
住に誕生し
、祝賀

パレードなど
、数

かずの記念行事が

行なわれました
。

歩行者天国とな

った道路は
、千住

一丁目から五丁目

までの
、旧日光街

道の商店街で
、延

長九百メートルの

区間です
。

従来から貿物の

時間
、午後四時から六時までは
、車の

進入が禁止されていますか
、この歩行

者天国は
、日曜・
祝日の
午後一
時から

六時まで歩行者に
開放されたもので
、

こ
れからは車を気

にせす
、大手を振

って
歩け
るわけで

す
。祝賀記
念のこの

日は
、ハ
yピ姿の

商店会の
人
、ブラ

ス
バン
ドの
学生
、

見物客
、買物客な

どで
道路がいっ
ぱ

いになるほど
。人

間優先の
歩行者天
国
、大切に育ててい

きたいもので
す
。喜びの祝賀パレード

防災はみんなの協力で

防災標語の募集

ふ
る
っ
て
ご
応
募
を
!

い
ろ
い
ろ
な
W
害
の
中
で
、
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
、
そ

れ
は
地
震
災
書
で
す
。
地
震
は
"
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
"
発

生するのかわかりません
。

区では
。この
地震災害からみな

さんの
ま命
、財産を守るため
、い

ろいろ施策をすすめて
いますか
、

災害の防止には
、み
なさん
】人ひ

とりのふだんの
心構え
がぜひ
必要

で
す
。
そこでこのほど
、防災意識の高

柵をは
かるために
、次のように防

災標語
か
Iみなさんから募集するこ

とになりました
。

ふるって
ご応募ください
。

〔募集要
領
〕

◎容
地震災害の
防止をおしす

すめるこ
とを内容とし
たもの

応募資格
区内にお往みの
方

応募締切り
十二月末日
(区
役

所到一
)

◎
送
り
先
足
立
区
役
所
環
境
都
防
災
課
(
〒
匸
一
〇
足
立
区
千
住
一
丁
目

五
〇
)

◎応募上の注意

剛
応募作品は自作未発表の
もの

に限
ります
。

困
ひとりで
何点
応募されて
も結

構で
すか
、作品
は官製ハ
ガキ
ー

枚につ
き一
点とし
ます
。

囹
ハ
ガ
キ
に
は
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
て

ください
。

国
入選作品の
版権は足立区
に属

し
、作品は自由に利用させてい

ただきます
。

圃
応募作品はお返ししません
。

◎審査・
賞
応募作品を審査のう

え
、次により賞品を差し上
げま

す
。

▼
入
選
第
一
位
一
点
(
五
千
円
相
当
の
邑

▼
入
選
第
二
位
二
点
(
三
千
円
相
当
の
・
品
)

▼
入
選
第
三
位
五
点
(
二
千
円
相
当
の
品
)

▼
入
選
佳
作
十
点
(
千
円
相
当
の
品
)

◎発表
昭和四
十九年二月発行の

区の
お知らせで
発表します
。

問い合わせは
、区
役所防災課へ

どう
ぞ
。戦没者等の妻

または父母の方に

特別給付金を支給

戦没者等の妻・
父母の方に二
回

目の特別
給付金
が
、次のとおり支

給されます
。

■
妻の
方

①
対
象
者
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
に
お
い
て
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対

す
る
特
別
給
付
金
」
(
二
十
万
円
国
債
)
を
受
け
る
権
利
を
有
し
た
方

で
、かつ
、昭和四
十八年四月一

日現在
、公
務扶助科
、遺族年金

等を受給中の方

②
支
給
額
六
十
万
円
(
国
債
十
年
僕
還
)

■父母の方

◎
対
象
者
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
に
お
い
て
「
戦
没
者
等
の
父
母
等

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
(
十
万
円
国
債
)
を
受
け
る
権
利
を
有
し
た
方
(

一
人
っ
子
を
失
っ
た
父
母
)
で
、
か
つ
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
現

在
、公務扶助料
、遺族年金等を

受給中の方

②
支
給
額
三
十
万
円
(
国
債
五
年
償
還
)

請求期限は
、妻・
父母の方と
も

昭和五十一
年三月三十一
日です
。

お間い合わせ・
請求は
、区役所

二
階援霞係へ
どう
ぞ
。

休日診療所

■
千
住
休
日
診
療
所
(
千
住
伸
町
一
五
足
立
区
医
師
会
館
五
階
)
　
八
七
〇

■
綾
瀬
休
日
診
療
所
(
東
綬
瀬
一
丁
目
五
土
七
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
地
内
)
　
r
n
中

■
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
1
ニ
ー
教
育
セ
ン
タ
ー
ー

階
東
側
)
　
八
五
〇
一
八
八
〇
}

▽診震を行なう日・
時間

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
祝
日
が
日
曜
日
の
場
合
の
翌
日
(
振
替
休
日
)

・
十
二
月
三
十
日
?
一
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
【
た
だ
し
正

午
か
ら
午
後
】
時
ま
で
は
昼
休
み
)

〔お詫び
〕前号の本紙で『診

廉を行
な
う
日
』

中
、十二月二
十日と
ありましたの

は
、十二月三十日の
解まりでした
。区民福祉センター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
○
五
-
七
一
〇
一

■
老
人
無
料
健
康
相
談
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
十
一
月
二
十
一
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
定
員
二
十
名

■
こ
ど
も
造
型
教
室
<
電
話
機
>
十
一
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ト
ー
月
ニ
ト
四
日
(
土
)
午
後
二
時

■
コ
ー
ラ
ス
の
つ
ど
い
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)
・
十
二
月
二
日
(
日
)
午
前
十
時

■
睛
膾
の
麓
付
教
室
十
二
月
四
日
(
火
)
午
前
十
時
定
員
五
十
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
九
-
四
六
六
一

■
お
年
寄
り
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
老
人
無
料
健
康
相
談
十
一
月
ニ
ト
ー
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
お
茶
の
教
室

十
一
月
二
十
二
日
(
木
)
午
後
一
時
先
着
二
十
名
詩
吟
教
室
十
一
月
二
十
四
日
(
土
)
午
前
十
時
生
花
教
室
十
一
月
三
十
日
(

金
)
午
前
十
時
先
着
二
十
名
書
道
教
室
十
二
月
二
日
(
日
)
午
後
一
時
定
員
二
十
名
(
初
心
者
の
方
に
限
り
ま
す
)

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
十
一
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
九
七
!
五
〇
一
六

」
老
人
将
棋
大
会
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
十
二
月
二
日
(
日
)
午
前
十
時
先
着
五
十
名
申
込
締
切
り
十
一
月
三
十
日

■
子
ど
も
工
作
教
室
紙
工
作
<
ク
リ
ス
マ
ユ
用
か
さ
り
>
十
一
月
二
十
一
日
(
水
)
午
後
二
時
立
体
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
十
一
月
二

十
八
日
(
水
)
午
後
二
時
定
員
二
十
名

■
子
ど
も
映
画
会
十
一
月
二
十
五
臼
(
日
)
・
・
・
「
ぼ
く
の
自
転
車
教
軣
他
十
二
月
二
日
(
日
)
・
・
・
「
ぼ
く
の
チ
ン
パ
ン
ジ
よ
他

時閇はい
ずれも午後二
時三十分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
ニ
ー
ニ
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
老
人
無
料

健
康
相
談
十
一
月
二
十
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
蹣
り
の
教
室
十
一
月
二
十
一
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
老
人
演
芸
大
傘

十
一
月
二
十
九
日
(
木
)
午
前
十
時
先
着
六
十
名
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
十
一
月
二
十
八
日
(
水
)
・
十
二
月
五
日
(
水
)
午
前
十
時

三
十
分
老
人
囲
碁
大
会
十
二
月
六
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分
先
着
四
十
名
申
込
締
切
り
十
二
月
二
日

■
子
ど
も
映
画
会
十
二
月
二
日
(
日
)
午
後
】
時
三
十
分
・
・
「
お

ねえさんといっ
しよ
」

【各教室の申込み
は
、直接各セン
ター
事務室へ
】

<各センターと
も教材霓を明紀してい
ない教室は無料で
す
>

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
|
六
九
四
八

■
卓
球
教
室
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時

■
卓
球
月
例
会
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
二
時
申
込
み
は
二
十
三
日
ま
で

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
九
匸
〒
三
四
三

■
新
田
祭
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時
老
人
館
―
お
花
の
展
示
・
お
茶
席
・
演
芸
会
な
ど
児
S
館
-
児
童
の
作
品
農
示
・

人形劇・
かみしぱいなど

■
舞
踊
練
習
十
一
月
二
十
八
日
(
水
)
午
前
十
時

<各施設とも
。月曜日・
祝日は休館日です
>

□新田図書館
三十日まで工事のため館外賢出以外は休み

ます
。但し工事の状況によっては
、貸出も中止します
。

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7105　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

猛
威
を
ふ
る
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
麿
行
し
は
じ

め
ま
し
べ

掬
含
歩
い
て
い
る
と
、

マ
ス
ク
を
か
け
て
い
る
人
た
ち
が
目

立
ち
ま
す
。

こ
と
し
は
t
カ
ゼ
の
施
行
年
と
い

わ
れ
、
春
か
ら
初
友
に
か
け
て
B
7
3

型
が
大
旅
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
去

る
十
月
三
十
一
日
に
は
、
都
内
で
こ

の
秋
始
め
て
H
7
3
型
・
A
番
港
s
の

ウ
ィ
ル
ス
が
免
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
の
症
状
は
、
急
激
な

発
熱
と
頭
痛
や
筋
肉
癌
を

と
も

な

い
、
子
ど
も
の
場
合
は
、
下
痢
し
た

り
、
吐
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

。
熱

は
瞽
通
=
T

四
日
で
下
が
り
、
一
遍

間
位
で
な
お
り
ま
す
か
、
無
璢
を
す

る
と
、
肺
炎
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
吃
意
が
必
姜
で
す
。

十
月
末
現
在
で
、
都
内
の
学
級
睹

餓
は
十
五
校
!

一
十
五
半
級
に
遠
し

て
い
ま
す
。
串
い
、
足
立
区
で
は
ま

だ
学
級
閉
鎖
を
行
な
り
だ
学
校
は
で

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
数
字
は
、
昨

年
同
期
の
杓
三
倍
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。カ

ゼ
を
防
ぐ
に
は

予
防
策
と
し
て
は
、
人
薦
み
に
出

入
り
し
な
い
、う
が
い
を
励
行
す
る

な
ど
普
段
か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で

す
。
か
ら
だ
の
抵
抗
力
か
弱
っ
た
時

は
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

過
労
や
不
摂
生
を
さ
け
、栄
養
を
十

分
に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
はお

早
目
に

満
三
歳
か
ら
中
学
生
は
無
料

足
立
・
千
住
保
麹
町
区
医
師
会

で
は
、
次
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
■予
廁
殃
種
を
行
な
い
ま
す

。
予

防
接
種
鷽
鸞
け
て
お
く
と
、
た
と
え

カ
ゼ
に
か
か
づ
て
も
軽
く
す
み

ま

す
。
注
射
旁
し
て
か
ら
効
桑
か
で
て

く
る
ま
で
に
は
、
二
遍
間
位
か
か
り

ま
す
の
で
、
予
防
接
糧
を
受
け
る
人

は
お
早
目
に
。

予
防
接
種
は
、
膺
三
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
は
無
料
で
す
。
幼
稚
圃
・
保

育
園
・
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
圜
お
よ
ひ
学
杖
で
行
な

い
ま
す
。
膺
三
戚
か
ら
入
学
前
ま
で

の
幼
児
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

傑
健
所
か
ら
圜
寛
仮
が
回
T
>
Iて
い
恚

す
の
で

、
'そ
れ
を
ご
胄
く
だ
き
い
。

一
般
の
予
防
接
種

一
般
の
予
防
接
種
・穴
面
式
)
は

次
の
と
こ
ろ
で
行
な
い
ま
す
。
勣
妲

く
の
会
場
で
お
鸞
け
く
た
さ
い
。一二

回
目
は
、
一
・適
閭
以
上
あ
い
だ
を
お

い
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。
料
金

は
、

】人
一
回
に
つ
き
こ
二
Q
円
。

▽
足
立
保
健
所
だ
中
央
本
町
一
T
血

五
卜
三
　

八
呻
0
一

五
一
四

】

毎
火
矚
R
午
極
一
時
半
～

一
時
半

▽
竹
の
塚
保
健
相
談
所
だ
竹
の
嶇
六

ず
目
一
八
1
匸
一一
一
〇
J
　

八
八
五
―
五
四
二

毎
遠
水
噌
R

午
前
九
時
～
十
時
半

▽
千
住
保
健
所
だ
キ
住
仲
町
七
六
　

八
八
八
-
四
二
七
七

毎
週
金

一
日
午
前
九
時
～
十
時
半

▽
東
和
保
健
相
談
所
だ
四
丁
目

一
〇
-
三
　

六
〇
六一
四
一
七

一

毎
週
月
曜
日
午
後
一
時
半
～

三
時

▽
江
北
保
健
相
談
所
だ
江
北
六
丁
目

一
六
1
ニ
ー
一
〇
一
　

八
九
六
-

四
〇
〇
四

毎
週
月
曜
日
午
前

九
時
～
十
時
半

カゼの予防にはうがいが一番

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
7
)

―
―
千
住
三
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
六
―
―

勝
山
準
四
郎

三
丁
目
西
裏
に
鎮
守
氷
川
神
社
か
あ
る
。
当
社

に
は
今
社
殿
が
二
つ
あ
る
。
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
正

面
に
旧
社
殿
、
広
場
を
へ
だ
て
て
南
面
す
る
の
が

新
社
殿
。
小
ち
ん
ま
り
と
し
た
旧
殿
に
対
し
、
櫓

現
造
り
の
新
社
殿
は
さ
す
が
堂
々
と
色
ど
り
も
鮮

か
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
の
驀
立
で
あ
る
。
こ

の
年
の
秋
、
と
り
行
わ
れ
た
遷
座
祭
は
、
千
佳
で

も
近
年
に
な
い
盛
儀
で
あ
っ
た
。
そ
の
斬
穀

の
社
顕
「
素
璋
鴫
尊
」
は
眥
の
ま
ま
で
。
名

倉
竜
暎
の
書
で
あ
る
。
今
境
内
を
見
霞

す

と
、
い
か
に
も
ス
カ
y
と
し
て
い
て
、
じ
や

ま
も
の
無
し
と
言
う
感
じ
で
あ
る
。
そ
の
筈

こ
の
境
内
は
年
中
無
休
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
場

で
あ
る
。
社
務
所
前
に
あ
る
号
令
台
が
不
思

雎
に
似
合
・つ
境
内
で
あ
る
。

昔
か
ら
お
宮
の
境
内
は
、
子
ど
も
逹
の
遊

ぴ
鳩
で
あ
り
、
若
衆
連
の
集
い
の
場
で
あ
っ
た
わ

け
だ
が
、
今
こ
う
し
て
毎
朝
町
内
の
人
連
が
集
ま

っ
て
、
体
操
に
汗
を
流
す
場
と
な
っ
た
の
も
、
今

様
鎮
守
様
の
役
割
な
り
か
も
知
れ
な
い
。

当
社
の
境
内
は
昔
は
又
別
の
趣
き
か
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
明
冶
四
十
三
年
刊
の
東
京
名
所
図
会

に
よ
る
と
「
前
文
略
…
…
芭
焦
a
の
句
碑
『
春
も

漸
(
や
や
)け
し
き
と
と
の
ふ
月
と
梅
。
は
せ
を
」

あ
り
。
白
梅
歓
樹
点
在
し
て
句
意
を
褒
す
る
も
の

の
如
し
。
又
西
畔
に
は
松
樹
並
立
し
、
そ
の
外
は

広
濶
な
る
田
爾
に
し
て

、
心
目
の
爽
快
な
る
を
寛

ゆ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
境
内
は
ず
れ
は
す
ぐ
田

甫
続
き
と
言
う
明
治
時
代
の
様
子
で
あ
る
。

文
中
に
あ
る
句
碑
は
、
今
も
旧
社
殿
前
左
手
の

植
込
み
の
中
に
あ
る
。
文
久
三
年
(

一
八
六
三
)

番
進
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
当
社
は
、
元
々
は
三
丁

目
分
で
あ
っ
た
牛
田
の
地
に
あ
り
、
今
の
社
地
は

そ
の
遙
押
所
で
あ
っ
た
と
言
う
。そ
う
言
わ
れ
る

と
た
し
か
に
、
宿
場
随
一
の
裕
福
な
町
三
丁
目
の

鎮
守
様
と
し
て
は
、
す
こ
し
手
ぜ
ま
な
様
な
気
も

す
る
。
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
綢
の
新
緬
武

蔵
風
土
記
稿
に
も
「
当
社
は
元
、
牛
田
に
あ
り
。

何
れ
の
頃
に
や
水
災
を
避
け
ん
が
為
こ
こ
に
移
せ

り
と
。
今
も
か
の
地
に
社
跡
潼
れ
り
」
と
述
べ
て

い
る
。
い
つ
移
っ
た
か
は
、
こ
の
当
時
す
で
に
不

明
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
現
在
の
一
の
鳥
居
か
寛

政
五
年
(
I

七
九
三
)
奉
納
と
刻
ま
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
風
土
記
稿
よ
り
三
十
五
年
普
に
建
っ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。

牛
田
の
社
跡
に
つ
い
て
は
、
福
島
憲
太
郎
氏
蔵

の
「
武
蔵
国
千
往
宿
之
図
」
に
牛
田
地
域
の
校
瀕

橋
北
方
の
綾
瀬
川
沿
い
に
、
氷
川
社
と
し
て
図
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
図
も
発
行
年
月
は
わ
か
ら

な
い
が
、
江
戸
中
期
以
降
の
作
成
で

あ

る
。
図
示
さ
れ
て
い
る
地
点
は
現
荒
川
(

放
水
路
)
の
町
中
で
あ
る
。
そ
う
し
て

み
る
と
当
社
は
そ
の
昔
移
ら
な
く
て
も
大

正
時
代
に
遷
座
し
た
筈
で
あ
る
。
正
に
町

内
の
水
難
を

】手
に
引
受
け
た
神
様
で
あ

る
。境

内
入
口
左
手
の
大
石
灯
籠
は
区
内
に

も
稀
な
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
文
久
二
年

の
寄
進
と
あ
る
が
四
面
の
乕
獅
子
浮
彫
り
が
美
し

い
。
豪
勢
だ
っ
た
町
内
の
力
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。

さ
て
町
内
の
繁
栄
を
祈
っ
て
氷
川
様

と
も
別

れ
、
一
寸
寄
り
遭
で
は
あ
る
が
、
三
丁
目
分
で
あ

っ
た
旧
牛
田
地
域
に
脚
を
延
ば
し
て
み
た
い
。
(

こ
の
項
つ
づ
く
)

氷川神社の石灯籠

重
度
心
身
障
害
者
手
当

申
請
は
お
早
め
に
!

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常

生
陬
に
お
い
て

、
常
時
襖
雑
な
介
護
を

必
要
と
す
る
方
に
、
重
度
心
身
障
寮
看

一覓
)

凖
当
か
、
十
月
か
ら
月
額
一
万

円
づ
つ
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
、ぐ
り
ぞ
枋
早
め
に
。

手
当
を
鸞
け
る
に
ほ

。
次
の
鮮
件
が

必
娶
で
す
。

□
区
内
に
匯
ん
で
い
る
ご
と

□
重
度
の
精
神
薄
弱
で
、
常
時
複
雑
な

介
護
を
必
要
と
す
る
著
し
い
精
神
症

状
が
あ
る
方

□
重
度
の
精
神
賻
弱
で
あ
り
、
糞
便
の

身
体
陣
客
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
骸

当
し
て
い
る
こ
と

9
両
眼
の
視
力
の
和
か
〇
・
・○
四
以

卞
の
方

○
膺
耳
の
噛
力
棡
失
か
そ
れ
ぞ
れ
九

十
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方

Q
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
の

あ
る
方

O
一
卜
呟
の
機
鵬
か
余
瞬
し
で
い
る

○
体
幹
の
機
能
障
害
に
よ
り
座
位
ま

た
は
起
立
位
を
保
つ
こ
と
か
困
難

で
あ
る

○
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
障
害
に
よ
り
、
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
て
い
る

O
前
妃
の
裡
度
以
上
の
身
体
陣
書
か

あ
る

□
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
。
閃
十
腴
、

崗
卞
肢
の
機
鵬
が
失
わ
れ
、
座
っ
て

い
る
こ
と
が
困
難
な
程
度
以
上
の
身

体
障
害
を
も
っ
て
い
る
こ
と

申
衂
の
受
付
け
は
、
蚰
ま
っ
て
い
ま

す
。
(
所
碍
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
)
脚

し
く
は
、
区
役
所
攅
躙
係
へ
ど
う
ぞ
。

水洗便所改造の
助成金引き上げ

下
水
道
局
で
は
、

水
洗
便
所
改
造
に
対

し
て

、
助
成
金
夸
交

付
し
て
い
ま
し

た

が
、
こ
の
た
ひ
次
の

と
お
り
助
成
鱗
の
引

奪
上
け
等
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま

し

た
。

■
助
成
金
の
引
き
上

げ特
別
助
成
額
(
生

活
保
護
世
帯
及
ぴ

都
民
税
、
特
別
区
民
税
非
課
税
世
帯

の
う
ち
、
管
理
者
が
適
当
と
認
め
た

方
に
対
す
る
助
成
額
)
を
七
万
円
以

内
に
引
き
上
げ
ま
す

■
特
別
助
成
の
対
象
範
囲
を
拡
大

(
ア
)
便
所
の
床
張
番
工
事
を
助
成
対
象

倒
標
準
t
事
を
超
え
る
都
分
に
つ
い

て
も
助
成
対
象
と
す
る
ほ
か
、水
洗

化
に
と
も
な
い
給
・
排
水
管
及
ひ
汚

水
桝
の
改
造
が
必
要
な
と
き
は
、
そ

の
改
造
工
事
も
助
成
対
象
と
し
ま
す

■
歟
咸
・
交
付
嚀
鶫
I
擇
に
a
の
s
″
w

が
必
要
で
す

生
罔
保
寢
世
帯
で
自
水
そ
畋
疏
す
る

楊
合
は
、
圜
定
賢
庸
葬
椥
苣
帳
髴
録

証
明
書
を
膝
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
措
置
は
昭
和
四
十
八
年

四
月
一
日
以
峰
申
請
さ
れ
た
も
の
か
ら

適
用
し
*
す
で
に
助
成
金
奢
交
付
し
た

ガ
に
は
、
再
鬻
定
の
う
え
そ
の
麓
額
を

文
付
し
ま
す
。

く
わ
し
ぐ
は
、
下
水
遭
周
梅
設
管
理

郎
紳
水
畋
備
譁
(
　

二
四
一
1
六
四
二

九
)
へ
ど
う
ぞ
。

友
だ
ち
に
な
ろ
う

第
1
1回
若
人
の
祭
典

こ
の
祭
典
は
、
区
内
青
年
団
体
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
若
人
の
祭
典
実
行
委

員
会
が
、
一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
し
、
明

る
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
行
な
わ

れ
る
も
の
で
す
。

区
内
に
在
勤
・
在
往
す
る
青
年
の
み

な
さ
ん
、
お
気
軽
に
こ
の
祭
典
に
参
加

し
、
お
た
が
い
友
だ
ち
と
な
り
、
ま
た

青
年
団
体
活
動
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

□
日
時

十
二
月
一
日
(
土
)
午
後
五

時
~
九
時
・
二
日
(
日
)
午
前
十
時
～

午
後
七
時

□
場
所

区
青
年
館
　
八
九
〇
―
〇
〇

六
一
(
東
武
大
師
前
駅
下
車
)

問
い
合
わ
せ
は
、
青
年
館
へ
ど
う
ぞ

タ
バ
コ
は
区
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

部
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に
(
2
6
)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
⑩

前
回
の
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
闘
争
を

き
っ
か
け
に
、
地
方
自
治
体
へ
の
差

別
行
政
反
対
闘
争
が
全
国
で
展
開
さ

れ
、
同
和
行
政
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

都
落
解
放
同
盟
は
、更
に
s
の
責

任
を
問
題
と
し
、
一
九
六
〇
年
に
、

都
落
解
放
要
求
貫
徹
睛
願
連
助
を
開

始
し
た
。

民
主
団
体
や
自
治
体
も
含
め
て
、

国
民
運
動
と
し
て
の
発
展
に
よ
っ
て

内
閥
に
「
同
和
対
策
審
議
会

」
を
お

き
、
四
年
に
わ
た
る
調
査
と
審
議
の

結
果
、そ
の
『答
申
J
が
出
さ
れ
た
。

「同
対
審
答
申
」は
「同
和
問
題

は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の

自
由
と
平
等
に
開
す
る
問
題
で
あ
り

…
…
そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
w

務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
」

と
の
立
場
で
、
『
同
和
地
区
住
民
に

就
職
と
教
育
の
機
会
均
等
を
完
全
に

保
障
し
…
…
生
活
の
安
定
と
地
位
の

向
上
を
は
か
る
こ
と
」
「
地
区
住
民

の
自
発
的
意
思
に
基
づ
く
自
主
的
運

助
と
緊
密
な
調
和
を
保
ち
…
…
総
合

的
な
計
画
性
を
も
っ
た
諸
施
策
を
積

極
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
」
と
行
政
に
拑
示
し
て
い
る
。(

部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
八
四
-
三
七
八
五
)

私
道
排
水
設
備

助
成
に
つ
い
て

私
道
排
水
設
備
助
成
に
関
し
、
都
の

助
成
条
件
が
有
利
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
甲
地
区
で
ま
だ
排
水
設
備
の
な

い
方
は
、
都
の
下
水
遭
管
理
事
男
所
へ

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

苧
恤
地
区
は
北
都
鋼
一
慵
瑞
畢
務
所

八
〇
ニ
ー
四
六
ニ
ー

小
台
・
胄
城
・
畊
田
地
区
は
北
部
箘

ご
曾
理
事
菁
所

九
〇
六一

二
四
一
一

私
道
整
備
に
助
成
金

が
で
ま
す

区
で
は
、
私
道
の
整
備
を
行
な
`
'
方

に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

助
成
順
は
f
遭
路
の
怏
纃
状
況
に
よ

り
、
区
で
定
め
た
標
準
工
事
費
の
八
割

以
上
が
で
ま
す
。
私
遭
を
壑
備
す
‘
"方

は
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

条
件
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
'
H

役

所
私
道
整
備
係
ヘ
ー
接
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。東

京
都
保
母
試
験

受
験
資
格
だ
高
等
学
校
卒
業
(
旧
制
中

学
卒
業
)
以
上

願
書
受
付
場
所
お
よ
び
期
間
だ
都
民
生

局
児
童
都
保
育
課
・
十
一
月
二
十
六

日
～
二
十
日

た
だ
し
、
郵
送
は
二

十
二
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
有

効
用
紙
交
付
塘
所
と
期
間
一

千
代
田
区
丸

の
内
三
―
八
-
一
都
民
生
局
保
青
簾

・
十

】月
三
十
日
ま
で

教

え

ま

す
!

楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
の
も
ち
方

年
末
と
も
な
る
と
、
青
少
年
団
体
や

各
種
団
体
で
は
、
年
忘
れ
パ
ー
テ
ィ
ー

・
年
豕
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
築
い
が
催

さ
れ
、
友
達
関
係
の
融
和
を
作
り
あ
げ

て
い
ま
す
。

パ
ー
テ
ィ
ー
・
集
い
は
、
集
ま
っ
た

人
々
み
ん
な
が
楽
し
む
と
い
う
、
い
わ

ぱ
社
交
を
第
一
目
的
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

意
味
か
ら
も
、
社
交
的
な
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ー
ン
活
動
と
し
て
重
要
な
役
創
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
・
集

い
の
も
ち
か
た
、
ゲ
ー
ム
ー
ソ
ン
グ
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容

十
二
月
五
日
(
水
ニ

パ
ー
テ
ィ
ー
・

集
い
の
計
画
・
企
画
と
運
営

十
二
月
十
二
日
(
水
)
バ
ー
デ
ィ
ー

・
集
い
の
ゲ
ー
ム
ソ
ン
グ

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
七
時
～
九
時

▽
鳩
所

区
青
年
館
(
東
武
締
酉
新
井

大
師
前
駅
下
車
)

▽
対
象

青
少
年
団
体
関
係
者
・
青
年

・
区
民
一
般

▽
申
し
込
み
・
閥
い
合
わ
せ
先

区
教
育
委
貝
会
青
少
年
係

掲
示
板

■
教
育
相
談
所
が
移
転

お
子
さ
ん
の
教
育
、
心
身
の
閥
題

な
ど
に
つ
い
て
ご
相
岐
に
の
る
教
育

相
岐
所
か
移
転
し
ま
し
た
。

▽
移
転
先
-
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
一

ニ

ー
/
区
教
育
セ
ン
タ
ー
内
/
東

武
竹
の
塚
駅
下
車
徒
歩
約
五
分
　

八
五
○
一
八
八
〇

】

▽
受
付
期
間
-
毎
週
日
咄
日
を
除
く

毎
日
の
午
前
九
時
～
午
後
四
時
、

た
だ
し
、+
曜
日
は
午
前
中
。

■
経
営
指
導
員
を

囲
む
タ
ベ

目
時

十
一
月
二
十
七
日
(
火
)

午
後
六
時
～
九
時

場
所

足
立
助
労
襌
祉
会
館

(
中
央
ポ
町
一
丁
目
一
七一

一
)

○
吻
価
高
に
お
け
る
中
小
企
業
経
営

東
京
商
工
会
哨
所
相
談
所
最

森
沢

慱
氏

○
経
営
指
導
員
を
囲
ん
で

申
小
企
業
の
年
末
賢
金
融
賢
対

策
定
員

五
十
名

主
催

東
京
都
産
業
労
働
会
館

協
力

都
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合

会
足
立
支
部
事
業
部
・
東
京
商
工

会
亀
所
浅
草
分
室

■
囲
碁
・
将
棋
大
会

日
時
・
:十
一
月
二
十
三
日
(
金
)

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

場
所
・
‘・
東
京
都
足
立
動
労
福
祉
会
館
(

足
立
区
体
育
館
隣
り
)

資
格
・・・
中
小
企
業
動
労
者

部
門
・・・
有
段
者
の
部
・
無
段
者
の
都

定
員
・・・
二
百
名

申
込
み
・
・
・
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
に

一
話
で
、勤
労
福
祉
会
館
(
　
八

四
〇
-

一
五
二
五
)
へ
。

各
乱
門
と
も
一
位
か
ら
三
位
ま
で

賞
品
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
か
で

ま
す
参
加
費
は
無
料
で
す
。

訂
正

十
月
二
十
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
、
五
年

年
金
の
記
事
申
、
納
付
方
法
・
加
入

申
込
の
『
前
年
ま
で

』
と
あ
る
の
は

「
前
月
ま
で
」
の
誤
り
で
し
た
。

年
末
調
整
の
説
明
会

年
末
調
整
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

足
立
・
西
斬
井
の
両
税
務
一

と
区
で

は
、
給
与
所
持
の
年
末
調
整
、
往
民
税

給
与
支
払
報
告
一
の
提
出
等
に
つ
い
て

の
脱
明
会
を
次
の
と
お
り
行

な
い
ま

す
。
区
内
幕
某
所
、
会
社
等
の
給
与
取

扱
関
係
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い
。時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
(
た
だ
し
、
十
二
月
八
日
は
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
)

■ 水道管にも冬仕度を　　　　　■ 公給領収証を忘れずに T・Y208, 000


